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C O N T E N T S
子育て・教育
・コロナ禍における子ども支援の
　一層の充実・強化を	 向山　恭憲	 P7
・特別支援教育について	 水野　久子	 P10
・カーボンニュートラル達成に向けた学校施設の
ZEB化の推進について	 米村佳代子	 P11

くらし
・家庭系可燃ごみ減量化について
	 	 間瀬　元明	 P８
・物価高騰でも安心して生活できる支援策は
	 	 杉下久仁子	 P９
・一体いつまで続くのか新型コロナウイルス感染。
	 	 山田　眞悟	 P９
・ロシアのウクライナ侵攻の影響で起きている原
油価格の高騰、穀物不足による食料品の値上げ
から町民生活を守る取り組みを提起します。
	 	 山田　眞悟	 P9
・プラスチックごみ一括回収の取り組みと使用済
み紙おむつの取り扱いについて。
	 	 山田　眞悟	 P９
・農業振興対策について	 鏡味　昭史	 P12
・住民が使いやすいコミュニティセンター・
　公民館について	 秋葉富士子	 P13

まちづくり
・都市計画道路名古屋半田線とまちづくりについて
	 	 間瀬　宗則	 P７
・於大のみちの八重桜と史跡モニュメントの	
管理について	 間瀬　宗則	 P７
・移動しやすく交流できるまちを目指して
	 	 田﨑　守人	 P８
・東浦町の空家等対策の促進を
	 	 長屋　知里	 P10
・プロモーションビデオ制作について
	 	 大川　　晃	 P11
・「東浦町ふるさと広報大使」の設置を
	 	 秋葉富士子	 P13

安全・安心
・災害時等に役立つドローンの導入について
	 	 米村佳代子	 P11
・国道、県道及び町道の道路安全対策について
	 	 鏡味　昭史	 P12

健康・福祉
・手話言語条例について	 大川　　晃	 P11
・東浦町内における新型コロナウイルス感染症患者
及び感染拡大防止対策について
	 	 三浦　雄二	 P12
・いきいきマイレージ事業について
	 	 三浦　雄二	 P12
・ドメスティック・バイオレンスの
　相談・支援体制について	 秋葉富士子	 P13

その他
・公共工事における平準化の取り組みについて
	 	 間瀬　元明	 P８
・核兵器廃絶とピースメッセンジャーとしての	
取り組みを	 杉下久仁子	 P９
・非核平和宣言の町として	 大川　　晃	 P11

　各議員の記事に掲
載の二次元コードを読
み込むと、その議員の
一般質問の様子を動
画でご覧いただけます。
　ぜひ、ご覧ください！

町政を問う！
６月８日・９日一般質問

一般質問とは？
　皆さんの生活に関わる大切な事柄につい
て、議員が提言も含めて町に考えを聞きます。
　今回の一般質問で、あなたの生活に関わ
る内容はありますか？

16人中13人が登壇

YouTube にて議会映像 配信中！
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向山　恭憲向山　恭憲
議員議員

乳
幼
児
か
ら
小
中
学
生

各
世
代
に
お
け
る
学
校
等

で
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
現
況
は
。

乳
幼
児
を
預
か
る
保
育

所
で
は
、厚
労
省
公
表
の「
保

育
所
に
お
け
る
感
染
症
対
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
、
小
中

学
校
で
は
、「
学
校
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
す
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
」等
に
基
づ
き
、手
洗
い
・

手
指
消
毒
・
換
気
と
、
必
要

に
応
じ
た
マ
ス
ク
着
用
等
の

対
策
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

子
ど
も
の
感
染
者
は
増
加
し

て
い
る
が
、
マ
ス
ク
不
用
の

場
面
を
学
校
で
設
定
し
、
感

染
対
策
と
熱
中
症
対
策
を
同

時
進
行
し
て
い
く
。

QA

本
年
５
月
に
開
催
し
た
名

古
屋
半
田
線
説
明
会
に
お

け
る
道
路
計
画
の
概
要
は
。

緒
川
植
山
交
差
点
か
ら

阿
久
比
町
の
福
住
交
差
点
ま

で
の
約
２・４
㎞
に
、標
準
的

に
は
道
路
幅
員
22
ｍ
内
に
中

央
分
離
帯
の
あ
る
４
車
線
の

車
道
と
歩
道
を
設
け
る
。交

差
す
る
町
道
の
う
ち
、４
箇

所
に
交
差
点
が
計
画
さ
れ
る
。

説
明
会
で
の
意
見
で「
道

路
が
で
き
る
こ
と
で
ど
の

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
て
い
る
か
」の
見
解
は
。

今
回
の
道
路
整
備
だ
け

で
は
、
狭
あ
い
道
路
の
解
消
、

安
全
な
歩
行
空
間
確
保
等
の

課
題
解
決
に
つ
な
が
ら
な
い

た
め
、
道
路
整
備
と
併
行
し

た
土
地
区
画
整
理
事
業
は
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

新
田
駐
在
所
か
ら
北
側
の

一
部
の
道
路
は
掘
割
道
路
②

と
な
る
が
、高
低
差
等
は
。

QAQAQ

コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
よ

る
ス
ト
レ
ス
で
、子
ど
も
た

ち
の
い
じ
め
、虐
待
、不
登

校
、ひ
き
こ
も
り
等
を
心

配
す
る
が
、対
策
状
況
は
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子

ど
も
同
士
の
い
じ
め
や
、
身

内
か
ら
の
虐
待
お
よ
び
そ
の

要
因
に
よ
る
不
登
校
、
ひ
き

こ
も
り
に
至
っ
た
例
は
５
月

末
現
在
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

　
し
か
し
町
内
の
い
じ
め
や

虐
待
件
数
は
小
中
学
校
と
も

に
増
加
。
担
任
中
心
に
、
日

常
の
児
童
生
徒
の
観
察
や
教

育
相
談
で
細
か
な
変
化
を
見

逃
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
い
じ
め
は
校
内
で
情
報
共

有
、解
決
に
向
け
対
応
。虐
待

は
実
態
把
握
が
課
題
、必
要

な
支
援
や
機
関
に
つ
な
ぐ
。

不
登
校・ひ
き
こ
も
り
は
保
護

者
と
連
携
し
、Ｓ
Ｃ
①
等
を
活

用
し
解
決
法
を
探
っ
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に

よ
り
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、

QAQ

最
大
約
８
ｍ
の
高
低
差

が
生
じ
る
掘
割
道
路
で
、
勾

配
は
約
40
度
、
緑
化
等
に
よ

り
側
壁
の
表
面
保
護
を
行
う
。

計
画
交
差
点
の
場
所
選

定
理
由
は
。
新
田
会
館
等

が
あ
り
、
通
学
路
で
あ
る

場
所
に
な
ぜ
交
差
点
が
な

い
の
か
。

県
公
安
委
員
会
と
協
議

し
、
隣
接
す
る
交
差
点
の
距

離
、
交
通
量
、
横
断
歩
行
者

利
用
状
況
等
か
ら
判
断
し
た
。

新
田
会
館
付
近
は
立
体
横
断

歩
道
橋
を
計
画
し
て
い
る
。

於
大
の
み
ち
の
管
理
は

明
徳
寺
川
沿
い
の
八
重

桜
の
現
状
把
握
は
。

枯
れ
枝
が
目
立
つ
た
め
、

５
月
中
旬
に
剪
定
お
よ
び
枯

れ
た
八
重
桜
の
撤
去
を
し
た
。

町
民
が
記
念
樹
と
し
て

寄
贈
で
き
る
住
民
参
加
の

仕
組
み
が
で
き
な
い
か
。

AQAQAQ

子
ど
も
の
貧
困
を
誘
発
し

て
い
る
と
危
惧
す
る
が
、

現
況
と
改
善
方
案
は
。

県
の
調
査
結
果
か
ら
、

本
町
に
お
い
て
も
一
定
数
の

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
子
ど
も
の

貧
困
も
含
め
て
、
社
会
が
守

る
べ
き
子
ど
も
の
権
利
が
守

ら
れ
ず
、
早
急
な
支
援
が
必

要
の
た
め
、
東
浦
町
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
等
で

協
議
し
、
関
係
機
関
等
と
連

携
し
て
支
援
す
る
。

　
支
援
が
必
要
で
あ
っ
て
も

表
面
化
し
に
く
く
実
態
把
握

が
課
題
。
学
校
で
の
相
談
体

制
を
充
実
さ
せ
、
医
療
機
関

等
と
連
携
し
て
早
期
発
見
・

早
期
解
決
を
図
っ
て
い
く
。

子
ど
も
支
援
の
強
化
策
と

し
て
新
た
な
取
り
組
み
は
。

「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
」を
今
年
度
中
に
設
置

し
、
支
援
の
専
門
性
を
強
化

し
て
い
く
。

AQA

記
念
植
樹
費
用
相
当
の

寄
付
を
募
る
等
後
世
に
つ
な

げ
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。

東
日
本
大
震
災
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
八
重
桜

「
は
る
か
」植
樹
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
あ
り
、
観
光
協
会

で
は
町
へ
の
寄
贈
に
取
り

組
む
意
向
と
聞
い
た
が
、

対
応
は
。

観
光
協
会
の
意
向
を
酌

み
、
調
整
を
進
め
る
。

於
大
の
み
ち
に
は
生
い

立
ち
広
場
、
再
会
広
場
、

門
前
広
場
が
あ
り
、
史
跡

の
彫
刻
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

が
あ
る
が
、
広
場
の
名
前

等
説
明
板
が
な
い
。
設
置

の
考
え
は
。

関
係
部
署
と
調
整
し
、

検
討
し
て
い
く
。

AQAQA

▲ノーマスクで運動会（卯ノ里小学校にて）

▲時を刻むモニュ
メント（再会広場）
於大の方と家康の
再会をもとに設置

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
を
設
置

A

順
調
に
推
移
し
て
令
和
11
年
度

A

コ
ロ
ナ
禍
、
一
層
の
子
ど
も
支
援
を

Q

名
古
屋
半
田
線
の
完
成
目
標
は

Q

① SC…スクールカウンセラー。教育機関において心理相談業務に従事するもの
②掘割道路…元の地盤より下に掘った形で作られる道路等の構造。擁壁等により両側の地盤をおさえる。

語句
説明

間瀬　宗則間瀬　宗則
議員議員

一般質問
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家
庭
系
可
燃
ご
み
袋
の

価
格
が
上
が
る
以
前
と
比

較
し
て
、
家
庭
系
可
燃
ご

み
処
理
有
料
化
の
効
果
は
。

ご
み
処
理
有
料
化
の
導

入
前
の
平
成
30
年
度
と
直
近

の
令
和
３
年
度
を
比
較
す
る

と
、
可
燃
ご
み
の
処
理
量
が

１
２
８
８
ｔ
、
13
・
９
％
の

減
で
、
ご
み
減
量
の
効
果
が

現
れ
て
い
る
。

現
状
の
問
題
点
や
今
後

の
ご
み
の
量
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

指
標
と
し
て
い
る
一
人

一
日
当
た
り
の
排
出
量
の
目

標
４
２
９
ｇ
に
対
し
、
令
和

３
年
度
の
実
績
は
４
７
６
ｇ

で
、
目
標
達
成
に
至
っ
て
い

な
い
。
食
品
ロ
ス
・
生
ご
み

QAQA

第
６
次
東
浦
町
総
合
計

画
に
お
け
る
公
共
交
通
の

成
果
指
標
は
。

「
取
組
の
成
果
指
標
」の

図
の
と
お
り
。

目
標
を
実
現
さ
せ
る
た

め
の
取
り
組
み
は
。

①「
町
運
行
バ
ス『
う
・

ら
・
ら
』の
充
実
」と
し
て
、

使
い
や
す
い
公
共
交
通
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
。

②「
鉄
道
の
利
便
性
の
充
実
」

と
し
て
、鉄
道
の
利
用
促
進

QAQA

の
減
量
化
対
策
の
充
実
や
、

資
源
と
な
る
ご
み
の
分
別
の

徹
底
、
３
Ｒ
①
を
基
本
と
し

た
取
組
み
を
展
開
し
、
さ
ら

な
る
減
量
化
を
実
現
し
た
い
。

平
成
29
年
度
ま
で
実
施

し
て
い
た
生
ご
み
処
理
機

器
購
入
費
の
助
成
内
容
は
。

購
入
費
の
２
分
の
１
を

補
助
し
、
１
基
当
た
り
の
上

限
額
を
生
ご
み
処
理
機
は

１
万
２
千
円
、
処
理
容
器
は

３
千
円
と
し
て
い
た
。
終
了

の
理
由
は
、
安
価
な
製
品
が

販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
や
、
補
助
が
年
間
数
件

だ
っ
た
こ
と
等
で
あ
る
。

東
部
知
多
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
溶
融
ス
ラ
グ
の

有
効
活
用
策
は
。

溶
融
ス
ラ
グ
入
り
製
品

の
製
造
業
者
へ
販
売
し
、商

品
を
公
共
工
事
や
民
間
企
業

で
利
用
。本
町
で
は
、主
に
再

生
加
熱
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材

QAQA

を
図
る
と
と
も
に
、す
べ
て

の
方
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

よ
う
便
数
の
増
加
や
鉄
道
駅

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
を

鉄
道
事
業
者
へ
要
望
す
る
。

③「
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
②
の

取
組
」と
し
て
、パ
ー
ク
＆
ラ

イ
ド
を
活
用
し
、渋
滞
緩
和

や
環
境
負
荷
対
策
を
目
指
す
。

行
政
の
役
割
と
具
体
的

な
取
り
組
み
は
。

町
運
行
バ
ス「
う
・
ら
・

ら
」等
公
共
交
通
の
利
便
性

向
上
に
努
め
、
ま
た
、
公
共

交
通
に
関
す
る
積
極
的
な
情

報
発
信
を
行
う
。

QA

や
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
を
利
用
し
て
い
る
。

公
共
工
事
に
お
け
る 

平
準
化
の
取
り
組
み

施
工
時
期
の
平
準
化
を

図
る
取
り
組
み
が
位
置
づ

け
ら
れ
た
。
発
注
者
・
受

注
者
へ
の
効
果
は
。

発
注
者
は
、
入
札
不
調
・

不
落
の
抑
制
等
や
繁
忙
期
の

解
消
と
発
注
担
当
職
員
の
事

務
作
業
の
負
担
軽
減
、
年
度

末
の
工
事
集
中
の
回
避
。

受
注
者
は
、
年
間
を
通

じ
た
安
定
的
な
工
事
の
実
施
、

長
時
間
労
働
の
是
正
や
休
日

の
確
保
等
の
処
遇
改
善
、
安

定
的
な
給
与
や
雇
用
の
確
保

等
が
期
待
さ
れ
る
。

QA

「
交
通
事
故
の
な
い
ま

ち
を
目
指
す
」た
め
の
取

り
組
み
と
公
共
交
通
の

関
連
は
。

取
り
組
み
は
、
警
察
や

地
域
住
民
等
と
連
携
し
、
横

断
歩
道
等
に
ス
ト
ッ
プ
マ
ー

ク
の
設
置
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
反
射
材
の
配
布
等
の
啓
発

活
動
を
実
施
し
、
交
通
安
全

意
識
の
向
上
を
図
る
。

　
交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
と

公
共
交
通
と
の
関
連
は
、
交

通
安
全
白
書（
令
和
３
年
６

月
内
閣
府
）に
よ
る
と
、
移

動
手
段
別
に
よ
る
乗
車
中
の

交
通
事
故
死
者
数
は
、
鉄
道

や
乗
合
バ
ス
は
、
自
家
用
車

と
比
較
し
、
10
分
の
１
以
下

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

公
共
交
通
の
安
全
性
は
高
い

と
認
識
し
て
い
る
。
公
共
交

通
の
利
用
者
が
増
加
す
る
こ

と
で
、
交
通
事
故
の
な
い
ま

ち
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

QA

▲休日の確保の改善

▲重い + 生ゴミ袋

▲取組の成果指標

▲町運行バス「う・ら・ら」の利用者数推移（年度別）

安
価
な
製
品
の
販
売
等
で
終
了

A

町
運
行
バ
ス「
う・ら・ら
」の
充
実

A

生
ご
み
処
理
機
器
購
入
費
の
助
成
は

Q

移
動
し
や
す
く
交
流
で
き
る
ま
ち
は

Q

①３R…1リデュース（ごみの発生抑制）、 2リユース（再使用）、 3リサイクル（ごみの再生利用）の順で廃棄物の削減に努めること
②パーク＆ライド…自宅から自家用車等で最寄り駅等まで行き、駐車・駐輪させた後、公共交通機関を利用して目的地に向かうこと

語句
説明

間瀬　元明間瀬　元明
議員議員

田﨑　守人田﨑　守人
議員議員

第6次東浦町総合計画
移動しやすく交流できるまちを目指します

指標 現状値
（2017）

5年後の
目標値

（2023）

20年後の
方向性

（2038）
町運行バス
「う・ら・ら」
利用者数

262,038人 314,000人

目標

利
用
者
人
数
（
人
）

2015
年度

2016
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2020
年度

179,539人179,539人

258,881人258,881人

262,038人262,038人

255,814人255,814人

255,214人255,214人

150,000

180,000

210,000

240,000

270,000

300,000

240,255人240,255人

一般質問
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物
価
高
騰
の
影
響
は
中

間
所
得
層
に
も
厳
し
い
。

本
町
で
の
支
援
策
は
。

生
活
者
や
事
業
者
の
負

担
軽
減
に
資
す
る
、
次
の
５

つ
の
支
援
事
業
に
取
り
組
む
。

①
水
道
基
本
料
金
の
減
免
。

②
小
中
学
校
給
食
賄
材
料
費

の
高
騰
分
を
保
護
者
負
担

に
せ
ず
、給
食
の
質
を
担
保
。

③
資
材
価
格
等
上
昇
の
影
響

を
受
け
る
農
業
者
へ
、
出

荷
・
販
売
用
資
材
購
入
費

補
助
。

④
⑤
町
内
小
売
等
事
業
者
の

経
営
支
援
の
た
め
、キ
ャッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト

還
元
と
導
入
支
援
を
行
う
。

本
年
、
国
民
健
康
保
険

税
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
、

加
入
者
の
負
担
が
大
き
く

増
え
る
。
減
税
や
、
軽
減

対
象
を
拡
充
す
る
考
え
は
。

令
和
６
年
度
ま
で
に
一

般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入

金
の
解
消
を
目
標
と
し
て
、

QAQA

コ
ロ
ナ
禍
影
響
に
よ
る

水
道
基
本
料
金
減
額
実
施

の
内
容
を
伺
う
。

水
道
料
金
減
免
の
対
象
は
、

町
内
の
個
人
お
よ
び
事
業
所

で
、
給
水
戸
数
約
１
万
９
千

戸
。
期
間
は
令
和
４
年
９
月

か
ら
令
和
５
年
２
月
検
針
分

ま
で
の
６
か
月
分
を
予
定
。

費
用
は
７
千
万
円
余
り
を
見

込
む
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
向
上
の
取
り
組
み
は
。

壮
年
期
以
下
の
方
も
接

種
し
や
す
い
金
曜
日
の
夜
や

土
曜
日
の
接
種
枠
を
広
げ
て

３
回
目
の
接
種
が
で
き
る
体

制
を
継
続
し
て
い
る
。

学
校
給
食
費
食
材
値
上
げ

の
影
響

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
の
影
響
で
原
油
価
格

が
高
騰
し
、
穀
物
不
足
に

よ
る
食
料
品
値
上
げ
が
学

校
給
食
の
食
材
に
も
影
響

QAQAQ

税
率
改
正
計
画
に
基
づ
き
税

率
を
設
定
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
物
価
高
騰
は
認
識
し
て
い

る
が
、
そ
の
支
援
策
と
し
て

減
税
や
軽
減
対
象
等
を
拡
充

す
る
考
え
は
な
い
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
や

生
活
困
窮
に
あ
る
子
育
て

世
帯
へ
の
給
付
対
象
を
町

独
自
で
拡
げ
る
考
え
は
。

現
在
は
国
の
制
度
で
事

業
を
実
施
す
る
予
定
の
た
め
、

町
独
自
で
対
象
を
広
げ
る
考

え
は
な
い
。

核
兵
器
廃
絶
と
ピ
ー
ス

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
の
取
り

組
みロ

シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
等
、
今
の
国

際
情
勢
を
鑑
み
、「
非
核
・

平
和
都
市
宣
言
」を
行
っ

て
い
る
本
町
の
立
場
か
ら
、

核
兵
器
廃
絶
や
、
ピ
ー
ス

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て

QAQ

し
て
い
る
。
値
上
げ
分
は

公
費
負
担
を
望
む
が
見
解

を
伺
う
。

食
材
費
の
価
格
を
令
和

３
年
４
月
と
４
年
４
月
で
比

較
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
平
均

10
％
程
度
の
上
昇
と
な
っ
た
。

４
年
７
月
か
ら
小
中
学
校
給

食
賄
材
料
費
の
上
昇
分
に

「
臨
時
交
付
金
」を
充
て
、
保

護
者
負
担
は
な
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
一
括
回
収
と

使
用
済
み
紙
お
む
つ
回
収

豊
明
市
で
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
一
括
回
収
の
取
り

組
み
を
始
め
た
。
本
町
の

AQ

平
和
行
政
推
進
の
立
場
を

町
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要

性
へ
の
見
解
は
。

核
兵
器
廃
絶
や
平
和
行

政
推
進
の
立
場
を
町
内
外
に

発
信
す
る
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
非
核
・
平
和

パ
ネ
ル
展
の
開
催
や
、
諸
外

国
で
核
実
験
が
実
施
さ
れ
た

際
に
可
能
な
限
り
抗
議
文
を

送
付
し
マ
ス
コ
ミ
に
も
抗
議

し
た
こ
と
を
表
明
し
て
い
る

等
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
広
く
町

内
外
へ
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
ま

た
、
日
本
政
府
に
対
す
る
核

兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・
批

准
を
求
め
る
訴
え
へ
署
名
も

し
、
於
大
公
園
へ
の
被
爆
ク

ス
ノ
キ
や
ア
オ
ギ
リ
の
２
世

を
植
樹
し
て
い
る
。

A

取
り
組
み
を
伺
う
。

令
和
４
年
４
月
１
日
に

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資

源
循
環
の
促
進
等
に
関
す
る

法
律
」①
が
施
行
さ
れ
た
。
国

の
手
引
き
等
を
も
と
に
調

査
・
検
討
し
、
実
施
方
法
や

開
始
時
期
を
適
切
に
判
断
し

た
い
。紙

お
む
つ
の
ご
み
袋
に

在
庫
の
旧
指
定
ご
み
袋
の

有
効
活
用
を
提
案
す
る
が
、

見
解
は
。

旧
指
定
ご
み
袋
の
活
用

は
紙
お
む
つ
を
利
用
し
て
い

る
世
帯
へ
の
支
援
や
旧
指
定

ご
み
袋
の
有
効
活
用
に
も
つ

な
が
る
。
運
用
方
法
が
適
切

な
仕
組
み
と
な
る
よ
う
検
討

を
進
め
る
。

AQA

▲被爆アオギリ2世（左）と
被爆クスノキ2世（右）

（於大公園）

▲給食センターでの調理の様子

負
担
軽
減
へ
の
５
つ
の
支
援
事
業

A

「
水
道
基
本
料
金
」６
カ
月
減
免

A

物
価
高
騰
へ
の
支
援
策
は

Q

コ
ロ
ナ
禍 

水
道
料
金
の
減
額
を

Q

①プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律…
　プラ製品ごみの発生減、繰り返し使用、リサイクル、再生可能資源への変換の原則に則り、資源循環を促進する法律

語句
説明

山田　眞悟山田　眞悟
議員議員

杉下久仁子杉下久仁子
議員議員

一般質問
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空
家
等
の
発
生
抑
制
や

適
正
管
理
の
取
り
組
み
は
。

発
生
抑
制
に
つ
い
て
は
、

相
続
・
登
記
・
リ
フ
ォ
ー

ム
・
耐
震
に
関
し
て
、
毎
月
、

司
法
書
士
・
建
築
士
に
よ
る

無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
る
。

　

適
正
管
理
に
つ
い
て
は
、

苦
情
の
あ
っ
た
物
件
の
所
有

者
等
に
管
理
を
お
願
い
し
て

い
る
。
倒
壊
ま
た
は
建
築
材

等
の
飛
散
の
お
そ
れ
の
あ
る

空
家
の
解
体
工
事
を
行
う
も

の
に
は
、
最
大
20
万
円
の
補

助
を
行
っ
て
い
る
。

　
空
家
等
の
所
有
者
等
お

よ
び
近
隣
住
民
と
し
て
、

考
え
ら
れ
る
解
決
手
法
は
。

QAQ

特
別
支
援
学
級
の
う
ち
、

知
的
障
が
い
、
自
閉
症
・

情
緒
障
が
い
、
聴
覚
障
が

い
、
視
覚
障
が
い
の
各
学

級
数
は
。

知
的
障
が
い
等
の
特
別
支

援
学
級
数
は
左
表
の
と
お
り
。

特
別
支
援
学
級
の
授
業

形
態
は
。

当
該
学
級
で
の
少
人
数

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
一
部

の
教
科
で
は
児
童
生
徒
の
実

態
に
合
わ
せ
て
交
流
学
級
②

で
学
習
し
て
い
る
。

過
去
３
年
の
中
学
校
卒

業
後
の
進
路
先
と
人
数
は
。

QAQAQ

所
有
者
等
は
空
家
等
の

管
理
を
行
う
義
務
が
あ
る
が
、

困
っ
た
際
は「
公
益
社
団
法

人
愛
知
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
」に
利
活
用
・
売
却
等
、

様
々
な
相
談
が
で
き
る
。
近

隣
住
民
の
方
で
草
木
の
繁

茂
・
老
朽
化
等
で
お
困
り
の

方
か
ら
都
市
計
画
課
が
連
絡

を
受
け
る
と
、
現
地
を
確
認

後
、
所
有
者
等
に
適
切
な
管

理
を
依
頼
す
る
。

東
浦
町
特
定
空
家
等
①
認

定
基
準
の
判
断
基
準
と
は
。

「
保
安
上
危
険
な
空
家
等
」

と「
衛
生・景
観・生
活
環
境
上

不
適
切
な
空
家
等
」に
区
分
し

て
判
断
す
る
。「
保
安
上
危
険

な
空
家
等
」の
場
合
、倒
壊
や

建
築
材
飛
散
の
お
そ
れ
が
あ

れ
ば
、周
辺
へ
の
影
響・危
険
性

の
確
認
後
、認
定
を
判
断
。

空
家
等
の
放
置
で
、
所

有
者
等
に
生
じ
る
と
考
え

ら
れ
る
法
的
責
任
は
。

AQAQ

左
表
の
と
お
り
。

過
去
３
年
の
高
校
へ
の

進
学
率
は
。

元
年
度
お
よ
び
３
年
度

が
１
０
０
％
、
２
年
度
は
約

91
・
７
％
。

進
路
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

障
が
い
種
別
ご
と
に
進

路
を
見
据
え
て
進
め
る
。
自

閉
症
・
情
緒
障
が
い
学
級
で

は
、
可
能
な
限
り
当
該
学
年

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
習
を

AQAQA

民
法
に
お
い
て
、
故
意

ま
た
は
過
失
に
よ
っ
て
他
人

の
権
利
ま
た
は
法
律
上
保
護

さ
れ
る
利
益
を
侵
害
し
た
も

の
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ

た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を

負
う
、
と
の
規
定
が
あ
る
。

空
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定
は
。

適
切
な
管
理
が
さ
れ
て

い
な
い
空
家
等
は
、
所
有
者

等
に
情
報
提
供
や
助
言
等
を

行
い
、
自
主
的
な
改
善
を
促

し
て
い
る
。
条
例
制
定
に
つ

い
て
は
、
検
討
し
た
い
。

空
家
等
の
対
策
を
促
進

す
る
上
で
、住
民
の
生
命

と
財
産
を
保
護
し
、生
活

環
境
の
保
全
を
確
保
す
る

「
公
共
の
福
祉
」と
、「
財
産

権
」の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
。

財
産
権
や
公
共
の
福
祉

に
適
合
す
る
か
は
、
個
々
の

内
容
に
よ
り
異
な
り
、
非
常

に
難
し
い
問
題
と
考
え
る
。

AQAQA

行
い
、
高
校
を
生
徒
自
身
が

選
べ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い

く
。
ま
た
、
早
い
段
階
か
ら

高
校
見
学
を
薦
め
、
生
徒
自

身
が
通
学
の
イ
メ
ー
ジ
や
通

信
制
で
の
学
習
シ
ス
テ
ム
を

つ
か
む
必
要
も
あ
る
。

「
発
達
障
が
い
の
特
徴
は

見
ら
れ
る
が
、
診
断
基
準

に
満
た
な
い
」グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
の
児
童
生
徒
の
支

援
は
。

特
別
支
援
学
校
に
よ
る

地
域
支
援
や「
大
府
も
ち
の

き
特
別
支
援
学
校
」に
よ
る

「
よ
つ
ば
相
談
」を
保
護
者
の

同
意
の
も
と
で
行
い
支
援
方

法
を
学
ん
で
い
る
。
保
護
者

と
相
談
の
う
え
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関

で
の
発
達
相
談
を
紹
介
す
る

こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
年
度

途
中
で
あ
っ
て
も
、
障
が
い

に
合
わ
せ
た
特
別
支
援
学
級

の
体
験
入
級
を
紹
介
す
る
こ

と
も
あ
る
。

QA

▲都市計画課による現場調査（平成30年度）

空家等 注意もしくは
危険な空家等

藤　江 53 2
生　路 39 6
石　浜 32 4

緒川新田 64 1
緒　川 44 4
森　岡 43 3
合　計 275 20

今
年
度
、
実
態
調
査
を
予
定

A

令
和
元
年
度
・
３
年
度
は
１
０
０
％

A

空
家
等
対
策
の
促
進
を

Q

特
支
学
級
生
徒
の
高
校
進
学
率
は

Q

①特定空家等…空き家のうち、放置することが不適切な状態（保安上危険、衛生上有害、景観を損ねている等）にある建物（敷地含む）のこと
②交流学級…特別支援学級（特別支援学校）と共に学習をする通常の学級のこと

語句
説明

水野　久子水野　久子
議員議員

長屋　知里長屋　知里
議員議員

種 別 小学校
（学級）

中学校
（学級）

知的障がい 11 ４
自閉症・情緒障がい 10 ４
聴覚障がい 0 １
視覚障がい 0 １
言語障がい ２ １
肢体不自由 １ 0

令和元年度
（人）

令和２年度
（人）

令和３年度
（人）

全日制高校 ０ ０ １

通信制高校 ２ ４ ２

特別支援学校高等部 ３ ３ ６

高等特別支援学校 ４ ４ １

家事従事 ０ １ ０

▲令和4年５月1日現在

一般質問
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本
町
や
周
辺
５
市
４
町

に
在
住
す
る
ろ
う
者
①

数
は
。

本
町
の
ろ
う
者
数
は
把

握
し
て
い
な
い
が
、
身
体
障

害
者
者
手
帳
保
持
者
の
う
ち
、

聴
覚
障
害
の
あ
る
方
は
令
和

４
年
３
月
31
日
現
在
１
２
０

人
、
知
多
５
市
４
町
の
合
計

は
、
１
３
６
８
人
。

手
話
言
語
条
例
の
県
内

自
治
体
制
定
状
況
と
本
町

の
制
定
の
見
解
は
。

県
内
13
自
治
体
が
制
定
。

本
町
は
県
の
条
例
に
準
じ
た

取
り
組
み
に
努
め
て
い
る
が
、

制
定
の
必
要
性
を
検
討
す
る
。

QAQA

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
例
は
、

災
害
時
の
被
害
調
査
、橋

梁
や
下
水
道
等
イ
ン
フ
ラ

の
点
検
、空
家
の
家
屋
調

査
、
空
撮
に
よ
る
観
光

Ｐ
Ｒ
動
画
撮
影
等
、多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
。今
後
ま

す
ま
す
拡
が
る
ド
ロ
ー
ン

の
活
用
の
多
様
化
に
向
け
、

操
縦
等
の
技
術
を
取
得
す

る
ド
ロ
ー
ン
人
材
育
成
の

所
見
を
伺
う
。

業
務
の
効
率
化
や
コ
ス

ト
の
削
減
な
ど
、
導
入
の
必

要
性
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

ド
ロ
ー
ン
の
人
材
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
等
災
害
発
生

時
に
備
え
、
町
の
危
機
管

理
の
観
点
か
ら
、
ド
ロ
ー

ン
活
用
の
見
解
を
伺
う
。

危
機
管
理
の
観
点
と
し

て
様
々
な
シ
ー
ン
で
の
活
用

が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

民
間
事
業
者
と
の
役
割
分
担

QAQA

非
核
平
和
宣
言
の 

町
と
し
て

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
軍
事
侵
攻
を
ど
の
様

に
捉
え
て
い
る
か
。

世
界
平
和
と
民
主
主
義

へ
の
破
壊
行
為
で
あ
り
、
平

和
行
政
を
推
進
し
、
非
核
・

平
和
宣
言
を
行
っ
て
い
る
本

町
に
と
っ
て
決
し
て
容
認
で

き
な
い
行
為
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
の
た
め

「
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
」を
開

催
し
、寄
付
を
募
る
考
え
は
。

日
本
赤
十
字
愛
知
県
支

部
東
浦
町
分
区
が
救
援
金
を

受
け
付
け
て
お
り
、
コ
ン

サ
ー
ト
等
を
開
催
し
、
寄
付

を
募
る
予
定
は
な
い
。

「
長
崎
を
最
後
の
被
爆

地
に
」と
い
う
思
い
の
映

画「
祈
り
」の
上
映
会
の

開
催
は
。

原
爆
や
戦
争
の
も
た
ら

す
悲
惨
さ
、
理
不
尽
さ
を
伝

QAQAQA

等
を
勘
案
し
な
が
ら
導
入
を

検
討
し
て
い
く
。

学
校
施
設
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
②

で

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

近
年
、
頻
発
化
し
て
い
る

災
害
等
に
対
し
、
地
球
規

模
で
の
環
境
問
題
へ
の
取

り
組
み
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

や
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成

に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
取

り
組
み
が
急
務
で
あ
る
。

　
児
童
生
徒
の
環
境
教
育

を
行
う「
エ
コ
ス
ク
ー

ル
・
プ
ラ
ス
」と
し
て
認

定
を
受
け
た
学
校
が
施
設

の
整
備
事
業
を
実
施
す
る

Q

え
る
映
画
で
す
が
、
非
核
・

平
和
パ
ネ
ル
展
の
開
催
等
を

し
て
い
る
た
め
、
上
映
会
を

開
催
す
る
予
定
は
な
い
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ

制
作
に
つ
い
て

国
の
交
付
金
を
利
用
し

て「
於
大
の
方
」の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
作

成
す
る
考
え
は
。

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
す
る
事

業
は
、
住
民
、
町
内
事
業
者

へ
の
支
援
に
優
先
的
に
充
て

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

現
時
点
で
は
制
作
す
る
考
え

は
な
い
。
し
か
し
、
於
大
の

方
生
誕
５
０
０
年
の
機
運
を

盛
り
上
げ
る
必
要
は
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
２
０
２
８
年

は
町
制
施
行
80
周
年
に
も
あ

た
る
た
め
、
町
の
効
果
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

よ
う
に
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。

QA

際
に
、
文
部
科
学
省
、
国

土
交
通
省
、
環
境
省
等
、

関
係
省
庁
か
ら
補
助
事
業

の
優
先
採
択
等
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
」や「
二
重
サ
ッ

シ
」と
い
っ
た「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化

事
業
」を
周
知
し
、“
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組

む
”学
校
を
増
や
し
推
進

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

第
６
次
東
浦
町
総
合
計

画
第
４
次
実
施
計
画
に
お
い

て
、
全
小
中
学
校
校
舎
照
明

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
計
画
し
て
い

る
。
事
業
実
施
の
際
は
、
エ

コ
ス
ク
ー
ル
・
プ
ラ
ス
の
認

定
申
請
を
検
討
し
て
い
く
。

A

▲手話言語条例をつくろう！

▲ 学校における省エネルギーの
推進（文部科学省 HP より）

▲自治体で進むドローンの利活用
（経済産業省 HP より）

制
定
の
必
要
性
を
検
討
す
る

A

危
機
管
理
の
観
点
か
ら
導
入
を
検
討

A

手
話
言
語
条
例
の
制
定
は

Q

災
害
時
に
役
立
つ
ド
ロ
ー
ン
の
導
入

Q

①ろう者…耳が聞こえない人々のうち、主に手話言語でコミュニケーションをとって日常生活を送る人々のこと（全日本ろうあ連盟）
②ＺＥＢ化…ネット・ゼロ・エネルギー・ビル。快適な室内環境を実現しつつ、一次エネルギーの消費収支ゼロを目指した建物のこと

語句
説明

大川　　晃大川　　晃
議員議員

米村佳代子米村佳代子
議員議員

一般質問
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本
町
の
コ
ロ
ナ
患
者
の

発
生
割
合
が
他
市
町
よ

り
高
い
が
、
町
独
自
で

感
染
予
防
策
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

人
口
比
で
近
隣
市
町
と

比
較
し
て
も
感
染
状
況
に
大

き
な
差
は
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。
本
町
独
自
の
感
染
予

防
を
施
す
の
で
は
な
く
、
国
、

県
が
定
め
る「
基
本
的
対
処

方
針
に
基
づ
く
対
応
」の「
密

を
避
け
る
」、「
マ
ス
ク
の
着

用
」、「
他
者
と
の
身
体
的
距

離
の
確
保
」等
の
ポ
イ
ン
ト

に
沿
っ
て
、
感
染
防
止
対
策

の
徹
底
を
図
る
。

フ
レ
イ
ル（
要
介
護
の
一

歩
手
前
の
健
康
状
態
）の

進
行
や
身
体
機
能
の
低
下

等
に
対
す
る
ケ
ア
体
制
の

支
援
は
。

QAQ

水
稲
栽
培
に
は
、
ジ
ャ
ン

ボ
タ
ニ
シ
駆
除
の
た
め
の

支
援
策
が
あ
る
が
、
畑
作

等
へ
の
支
援
策
の
考
え
は
。

水
稲
に
甚
大
な
被
害
を

及
ぼ
す
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
駆

除
は
、
指
定
薬
剤
購
入
費
の

一
部
補
助
を
実
施
。
そ
の
他

の
作
目
は
必
要
に
応
じ
実
施

し
た
い
。
な
お
、
原
油
価
格

高
騰
等
の
影
響
を
受
け
た
農

家
支
援
策
と
し
て
、
販
売
用

資
材
等
の
購
入
費
に
対
す
る

補
助
の
予
算
案
を
本
定
例
会

に
上
程
し
た
。

農
業
の
生
産
性
を
高
め

る
た
め
の
対
策
の
考
え
は
。

QAQ

日
常
生
活
の
中
に
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
動
き
を
取

り
入
れ
た
運
動
が
で
き
る

「
う
ち
活
カ
レ
ン
ダ
ー
」の
作

成
や
、
丈
夫
な
カ
ラ
ダ
づ
く

り
が
で
き
る
よ
う「
東
う
ら

う
ら
体
操
の
Ｐ
Ｒ
動
画
の
作

成
及
び
Ｗ
Ｅ
Ｂ
選
手
権
の
開

催
」、
転
ば
な
い
カ
ラ
ダ
づ

く
り
と
丈
夫
な
骨
づ
く
り
を

目
的
と
し
た「
骨
折
予
防
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」等
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

今
後
開
催
す
る
産
業
ま

つ
り
や
東
浦
マ
ラ
ソ
ン

等
、
多
く
の
住
民
が
集

う
行
事
に
お
け
る
感
染

防
止
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

行
事
等
の
開
催
に
あ

た
っ
て
は
、
感
染
状
況
を
注

視
し
な
が
ら
国
、
県
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
等
を
遵
守
し
、
検

温
、
消
毒
の
実
施
等
適
切
な

感
染
防
止
策
を
行
う
。

AQA

農
作
業
の
効
率
化
や
省

力
化
な
ど
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。人・農
地
プ
ラ
ン

の
実
行
に
取
り
組
む
中
で
、

農
地
の
集
積・
集
約
を
進
め

る
他
、「
ス
マ
ー
ト
農
業
①
」等

を
新
た
に
取
り
組
む
農
家
も

支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

国
道
、
県
道
、
町
道
の 

道
路
安
全
対
策
は

本
町
の
道
路
整
備
で
、

歩
道
設
置
を
含
め
た
現
状

と
課
題
は
。

歩
行
者
の
安
全
確
保
の

た
め
、
速
度
規
制
や
通
学

路
の
変
更
等
、
ソ
フ
ト
面

で
の
対
策
を
組
み
合
わ
せ
、

歩
道
設
置
を
計
画
的
に
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
。
交

通
安
全
対
策
の
用
地
確
保

の
た
め
、
情
報
収
集
や
、

路
肩
の
電
柱
移
設
に
よ
る

歩
行
空
間
の
確
保
等
を
県

と
連
携
し
進
め
て
い
く
が
、

沿
道
に
住
宅
が
密
集
し
て

お
り
、
歩
道
設
置
に
は
長

AQA

い
き
い
き 

マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴

う
参
加
者
の
現
状
は
。

過
去
３
年
間
の
実
績
は
、

令
和
元
年
度
が
１
４
４
３
人
、

２
年
度
が
７
４
２
人
、３
年

度
が
７
５
９
人
と
な
っ
て
お
り
、

感
染
拡
大
と
同
時
に
利
用
者

数
が
減
少
し
て
い
る
。新
型

コ
ロ
ナ
に
伴
う
事
業
へ
の
参

加
控
え
や
、意
欲
の
減
少
が

あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

QA

い
年
月
と
多
額
の
事
業
費

が
必
要
で
あ
る
。

町
道
西
平
地
西
之
宮
線

歩
道
が
広
く
車
道
が
狭
い
。

幅
員
を
見
直
す
考
え
は
。

自
転
車
や
歩
行
者
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
車
両

の
速
度
抑
制
に
効
果
が
あ
る

１
車
線
道
路
は
変
え
ず
、
自

転
車
と
歩
行
者
が
安
全
に
す

れ
違
え
る
３・
５
ｍ
の
歩
道

を
設
置
し
た
。
現
時
点
で
は

見
直
す
考
え
は
な
い
。

道
路
区
画
線
は
、
引
き

直
し
の
年
次
計
画
を
た
て

て
設
置
し
て
い
る
の
か
。

道
路
区
画
線
は
、道
路
利

用
者
が
安
全
に
通
行
で
き
る

よ
う
、職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
や
住
民
か
ら
の
連
絡
等
に

よ
り
通
行
上
支
障
と
な
る
箇

所
が
把
握
で
き
た
場
合
、引

き
直
し
を
実
施
し
て
い
る
。

年
次
計
画
に
よ
る
引
き
直
し

は
実
施
し
て
い
な
い
。

QAQA

▲いきいきマイレージ「チャレンジカード」

▲農業振興対策

感
染
者
状
況
に
大
き
な
差
は
な
い

A

農
家
負
担
の
軽
減
を
図
る
補
助
を

A

他
市
町
と
の
感
染
者
数
の
差
は

Q

農
家
へ
の
支
援
策
の
考
え
は

Q

①スマート農業…ロボット技術や情報通信技術等、先端技術を活用した農業語句
説明

三浦　雄二三浦　雄二
議員議員

鏡味　昭史鏡味　昭史
議員議員

一般質問
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Ｄ
Ｖ
の
相
談
体
制
の
課

題
は
。

「
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
」等
の

案
内
カ
ー
ド
等
を
設
置
し
た

り
、
休
日
や
夜
間
時
の
相
談

窓
口
や
国
や
愛
知
県
の
電
話

相
談
等
、
困
っ
た
と
き
に
す

ぐ
に
相
談
先
を
探
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
Ｈ
Ｐ
の
掲
載
を

工
夫
す
る
こ
と
で
あ
る
。

保
護
・
自
立
支
援
体
制

の
課
題
は
。

身
近
な
相
談
の
実
施
等
、

市
町
村
に
求
め
ら
れ
る
役
割

が
あ
る
た
め
、支
援
の
充
実
の

た
め
に
対
応
す
る
こ
と
で
あ
る
。

今
後
の
取
組
は
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
や

女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
、
関
係

QAQAQA

各
課
と
さ
ら
に
連
携
を
深
め
、

Ｄ
Ｖ
相
談
窓
口
の
周
知
、
相

談
者
の
把
握
に
努
め
、
速
や

か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
な

Ｄ
Ｖ
相
談
に
係
る
連
携
体
制

の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

「
東
浦
町
ふ
る
さ
と
広
報

大
使
」の
設
置
を

本
町
は
歴
史
的
財
産
も

多
く
あ
り
、
地
理
的
、
文

化
的
、
歴
史
的
に
多
く
の

魅
力
が
あ
る
ま
ち
だ
と
考

え
る
。
さ
ら
に
令
和
５
年

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
ど
う

す
る
家
康
」が
放
映
予
定
、

令
和
10
年
に
は「
於
大
の

方
」生
誕
５
０
０
年
お
よ
び

町
制
施
行
80
周
年
に
な
る
。

　
こ
の
好
機
に
本
町
に
ゆ

か
り
の
あ
る
方
等
に「
ふ

る
さ
と
広
報
大
使
」を
委

嘱
し
、
本
町
の
魅
力
を
発

信
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、

町
内
に
あ
っ
て
は
住
民
が

本
町
の
魅
力
を
再
発
見
す

る
き
っ
か
け
に
な
る
と
考

Q

え
る
。「
東
浦
町
ふ
る
さ

と
広
報
大
使
」の
設
置
を

提
案
す
る
が
、
見
解
は
。

本
町
で
は
、現
在
こ
の
よ

う
な
制
度
は
設
け
て
い
な
い

が
、毎
年
ゆ
か
り
の
あ
る
著

名
人
の
調
査
を
行
い
、活
用

を
図
っ
て
い
る
。し
か
し
、今

後
ゆ
か
り
の
あ
る
著
名
人
か

ら
意
欲
的
な
申
し
出
が
あ
っ

た
場
合
や
令
和
10
年
の
周
年

事
業
で
は
、大
使
制
度
を
含

め
、町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
手
段
を

幅
広
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。

住
民
に
使
い
や
す
い 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・

公
民
館

石
浜
・
緒
川
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
１
階
の

ト
イ
レ
を
下
足
の
ま
ま
使

用
す
る
こ
と
を
提
案
す
る

が
、
考
え
は
。

衛
生
面
、
清
掃
上
の
観

点
か
ら
、
引
き
続
き
ト
イ
レ

用
ス
リ
ッ
パ
に
履
き
替
え
て

利
用
を
お
願
い
し
た
い
。

AQA

▲「DV 相談ナビ」のカード
【内閣府】

相
談
窓
口
の
一
層
の
周
知
が
必
要

A Ｄ
Ｖ
①
の
相
談
体
制
の
課
題
は

Q

① DV…ドメスティック・バイオレンスの略。配偶者や恋人等の親密な関係にある、またはあった者から振るわれる暴力。精神的、経済的、性的暴力等も含む。語句
説明

議会
トピックス

G I K A I  T O P I C S

定例会だけじゃない！
議会の動き

　新型コロナウイルス感染症拡大防止
の観点から中止されていた東浦町於大
まつりが、３年ぶりに開催されました。
東浦町手づくりよろいの会が制作した
鎧を身にまとい、於大姫や鎧を着た武
将が練り歩く『於大行列』にも参加しま
した。当日は晴天にも恵まれ、活気に
満ちあふれた開催となりました。

４/16
㊏

於大まつりが３年ぶりに
開催されました

　イオンモール東浦南側駐車場で３年ぶ
りに東浦町消防団消防操法大会が開催さ
れ、全議員が来賓として出席しました。
山下議長があいさつ、前田副議長が万歳
三唱を行い、参加した町内６分団にエー
ルを送りました。

６/12
㊐

東
浦
町
消
防
団

消
防
操
法
大
会

　緒川コミュニティ
センターで開催され
たゆうゆうクラブ総
会で功労者に感謝状
が贈呈され、山下議
長が祝辞を述べまし
た。令和３年度の活
動・決算報告及び令
和４年度の事業計画
案・予算案が承認さ
れスタートしました。

４/25
㊊

令和４年度
東浦ゆうゆうクラブ総会

秋葉富士子秋葉富士子
議員議員

※撮影時のみマスクを外しています

一般質問


	04.08.01-議会 表紙_2
	04.08.01-議会 表紙_1
	04.08.01-議会 審議結果一覧・ピックアップ_P2_3
	04.08.01-議会 常任委員会 下にキャプションP4_5
	04.08.01-議会だより 一般質問 目次_P6
	04.08.01-議会だより 一般質問 議員 下にキャプション_P7_13
	04.08.01-議会 表4



